第２章　気象
年間概況
　昭和50年の大阪の気象は、年間平均気温で0.7度高く、最高気温は月によって高低はあったが年平均では平年並で、最低気温は全月で平年より高く年平均で1.3度高かった。
　また、湿度は７月に最小湿度の記録を更新するなどこの１年も昨年に続いて乾燥した年であった。
　今年の台風の発生個数は21個で、これは昭和44年の19個についで少ない記録となった。
月別概況
１月は寒暖の差が比較的大きい変動型の天候で、寒波は４回程度現われた。特に中旬は冬型が強まり、９日から13日頃にかけては山雪型の、17日から20日頃には里雪型の降雪をみ、13日朝には近畿北部で大雪となった。又、19日夜から20日未明にかけては京阪神地方でも降雪をみた。
　２月も上旬は暖かく、中下旬は寒いという気温の変動が大きいことが特徴。大阪では20日おそくから21日朝にかけて降雪をみ、積雪1センチメートルを観測、昭和45年以来５年ぶりの積雪となった。
　３月は下旬を中心に寒気が入り、特に24日から25日にかけて気温も下がり、桜の開花が予想よりややおくれて４月２日となった。又、本月の降水量は37.5ミリで平年より67.1ミリも少なかった。
　４月は高温多雨が特徴と言える。 21日朝には近畿地方一帯に界雷が起り、落雷のため停電事故が続出し、電車のダイヤも大きく乱れた。又、枚方市の一部では激しくひょうが降った。
　５月は上空に寒気が入りやすく、大阪での雷雨日数は４日を算え、比較的雨の降った日が多かったが、降水量は月合計で66.5ミリで平年より77.5ミリも少なかった。
　６月近畿地方では平年よりやや早い５日に梅雨入りとなる。（平年は６月９日）しかし、梅雨に入っても上層の寒気が強く、梅雨前線は南海上におし下げられたままで、西日本ではむしろ寒気の影響を大きく受けた。このため、前月に引き続き各地で度々雷雨やひょうをみた。特に10日、11日には激しい雷雨が発生、箕面では径1センチメートルから2 センチメートルのひょうが15分間続き、10センチメートル程度積った。
　７月の前半は梅雨前半の活動が時々活発となり、各地で局地的大雨をみた。後半は15日に平年より１日早い梅雨明けとなり、太平洋高気圧の勢力も強まって夏型となり、連日暑い日が続き、殊に28日、29日の両日は最高気温も大阪で36度を越えている。梅雨期間中の総雨量は大阪で351.5ミリとほぼ平年並みであった。
　８月初めと月末の気温は平年より高めとなったが、その他の日はやや低めで特に最高気温にこの傾向が強く現われた。本月は前線と台風６号の影響などで大阪の月降水量は平年の２倍以上の232.5ミリに達した。
　９月は太平洋高気圧の勢力が強く、西日本では記録的な残暑の厳しい月となった。大阪では本月中に真夏日（最高気温30度 以上の日）22日を算え、昭和３年、同36年と同じで、残暑記録の第１位となった。
　10月は高温多雨が特徴で、大阪で日降水量1 ミリ以上を観測した日は14日を算えた。このため、大阪の最低気温の月平均は15.5度と平年より2.3度も高く、開設以来第３位の記録となる。
　11月の前半は強い大きな高気圧が沿海州付近を通り、気圧配置は北高型となったが、比較的晴天の日が多かった。中旬を中心に高温が目立ったが、下旬始めには一時的に強い寒波第１陣がやってくるなど、変動の大きい天候が現われた。
　12月の上旬は高温で天気ぐずつき型。上旬だけの雨量で月平均雨量をオーバーしたが、中、下旬の雨量は極めて少なかった。中旬には冬型が強まり、大陸には1,060ミリバールから1,070ミリバールの優勢な高気圧が頑張って冬型が持続し、気温も低く、相変らず変動の大きい天候経過がみられた。
